
 

平成１７年度 決算報告書 

国立大学法人 一橋大学 

（単位：百万円） 

区 分 予算額 決算額 差額 

（決算－予算） 

備考 

収入 

 運営費交付金 

 施設整備費補助金 

 施設整備資金貸付金償還時 

    補助金 

 補助金等収入 

 国立大学財務・経営センター施 

    設費交付金 

 自己収入 

  授業料、入学料及び検定料

収入 

  財産処分収入 

  雑収入 

 産学連携等研究収入及び寄附

金収入等 

 長期借入金 

計 

６，２０６

７２５

１，２０１

－

２７

４，２０８

４，０７０

－

１３８

４７３

－

１２，８４０

６，２０６

７２８

３，６０３

１３４

２７

４，３５６

４，１３２

－

２２４

５３９

－

１５，５９３

 

０ 

３ 

２，４０２ 

 

１３４ 

－ 

 

１４８ 

６２ 

 

－ 

８６ 

６６ 

 

－ 

２，７５３ 

 

 

（注１） 

（注２） 

 

（注３） 

 

 

 

（注４） 

 

 

（注５）（注６）

（注６）（注７）

支出 

 業務費 

  教育研究経費 

 一般管理費 

 施設整備費 

 補助金等 

 産学連携等研究経費及び寄附

金事業費等 

 長期借入金償還金 

計 

７，６０１

７，６０１

２，４３９

７５２

－

４７３

１，２０１

１２，４６６

７，４０６

７，４０６

２，２０８

７５５

１３４

５０３

３，６０３

１４，６０９

 

△１９５ 

△１９５ 

△２３１ 

３ 

１３４ 

３０ 

 

２，４０２ 

２，１４３ 

 

（注８） 

 

（注８） 

（注９） 

（注１０） 

 

 

（注１１） 

 

収入－支出 

 

３７４ ９８４

 

６１０ 

 



○予算と決算の差異について 

（注１）施設整備費補助金については、平成１７年度補正予算によりアスベスト対策事業の一部を行っ

たため、予算額に比して決算額が３百万円多額となっています。 

（注２）施設整備資金貸付金償還時補助金については、平成１７年度補正予算により繰上げ償還を

行ったため、予算額に比して決算額が２，４０２百万円多額となっています。 

（注３）予算段階では予定していなかった国からの補助金等収入の獲得に努めたため、予算額に比して

決算額が１３４百万円多額となっています。 

（注４）授業料、入学料及び検定料収入については、入学者数増により予算額に比して決算額が６２

百万円多額となっています。 

（注５）雑収入については、主として施設使用料収入等の収入増により、予算額に比して決算額が８４

百万円多額となっています。 

（注６）特許権及び版権に係る収入について予算額２百万円は、産学連携等研究収入及び寄附金

収入等に計上していますが、決算額２百万円については、雑収入に計上しています。 

（注７）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については主として受託事業等の獲得に努めたため、

予算額に比して決算額が６８百万円多額となっています。 

（注８）業務費については、教育研究経費、一般管理費において経費の削減に努めたため、予算額に

比して決算額が４２６百万円少額となっています。 

（注９）（注１）に示した理由により、予算額に比して決算額３百万円多額となっています。 

（注１０）（注３）に示した理由により、予算額に比して決算額が１３４百万円多額となっています。 

（注１１）（注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が２，４０２百万円多額となっています。 


